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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：小胞体。この遺伝子は、タンパク質ジスルフィドイソメラーゼファミリーに属する、非常に豊富な多機能酵素であるプロリル4-ヒドロキシラーゼのβサブユニットをコードしています。2つのαサブユニットと2つのβサブユニットからなるテトラマーとして存在する場合、この酵素はプレプロコラーゲン中のプロリル残基の水酸化に関与します。この酵素はまた、ジスルフィド結合の形成、切断、および再配置を触媒する2つのチオレドキシンドメインを含むジスルフィドイソメラーゼでもあります。その他の既知の機能としては、濃度依存的にミスフォールドタンパク質の凝集を阻害するシャペロンとしての機能、甲状腺ホルモンへの結合、S-ニトロソチオール結合型一酸化窒素の流入と流出の両方における役割、およびミクロソームトリグリセリド輸送タンパク質複合体のサブユニットとしての機能などがあります。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをPDIウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

